深谷市立幡羅中学校　第1学年理科シラバス
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1 自然の事物や現象に対して興味を持ちましょう。
2 目的意識を持って観察や実験などを行い、科学的に調べる能力を身につけましょう。

3 自然の事物や現象について理解を深めましょう。

4 科学的な見方や考え方を身につけましょう。


	
	学　習　の　内　容
	学　習　の　ね　ら　い

	一

学

期
	· 生物・植物の観察

· 顕微鏡やルーペ等の観察器具の操作法

· 観察記録の取り方・レポートの書き方

· プレパラートの作り方　
○植物の世界

· 花のつくりとはたらき

被子植物と裸子植物の花（種子）の違い

· 花、葉、茎、根のつくりとはたらき

光合成、蒸散、呼吸

・植物の仲間

花や葉、茎、根の特徴による分類

○身のまわりの世界

・身のまわりの物質とその性質

金属と非金属、密度、有機物と無機物
加熱したときの物質の変化　

プラスチックの分類

ガスバーナー等の実験器具の操作方法

物質の特性に着目しての物質の分類

身近な気体の発生方法とその捕集法

・水溶液

水溶液の均一性および温度と溶けやすさ

水溶液から溶質を取り出す方法
・物質の姿と状態変化
· 光と音

· 入射角、反射角、屈折角の規則性

· 凸レンズの働き　・音と物体の振動

· 音の高さ、大きさと発音体
· 力と圧力

· 力の三要素

· 力の大きさと物体同士の接触面積

· 空気の重さと大気圧との関係

· 水圧と浮力　・力の大きさとばねののび

	○身近な植物や生物を観察し、様々な環境の中にそれぞれ特徴のある生物が生活していることを知る。
○観察器具の適正な操作技能など、観察の方法の基礎を身につける。

○花、種子、葉、茎、根の観察･実験を行い、植物に対する関心を高めるとともに、植物の体のつくりとその働きについて知る。

○身近な植物がいろいろな観点に基づいて、いくつかの仲間に分類できることを知る。

○様々な物質に親しみ、観察や実験を通して、物質の性質や状態変化の特徴を見出す。
○質量の測定や加熱などの基礎的技能、観察、実験結果の処理、表現の仕方などを身につける。
○水溶液の溶質は均一であることを理解する。
○溶質の溶け方が温度によることを利用し、溶質を取り出せることを知る。
○光と音の性質を日常の現象として関連付けて理解する。

○実験を行い、「力」に関する基礎的な性質やその働きを理解し、「力」の量的な見方の基礎を養う。力と圧力に関して科学的に考察する能力や見方を養う。



	二

学

期
	· 
	

	三

学

　　期
	○火山と地震

· 火山噴出物の形状とマグマの性質

· 火山岩と深成岩

· 地震のゆれの大きさと伝わり方

· 地震による土地の変化および災害

○地層と過去の様子

· 地層やたい積岩等の観察

・　地層のでき方と規則性　・地層の変形
	○火山を地下のマグマの性質と関連付けてとらえるとともに、火山岩について知る。火山や地震の原因が地球内部のエネルギーを関連していることを知る。

○地層の調べ方を習得する。地層の成因、たい積環境、成因年代などの推定を行い、大地の変化を長い時間と大きな空間でとらえる。


	理科学習のねらいは、皆さんが自然の事物・現象に関心をもち、その中から問題を見つけ、探究活動を行い、「自分で解決する力」を身につけることです。また、観察や実験の結果からいろいろ推察したりグラフや表で表現したりして、科学的に結論を導き出す力を身につけることです。皆さん一人一人が小さな科学者です。
　＜家庭学習の方法＞
　学校で学習したことを毎日復習し、ワークを行い、理解しているか確認してください。その後、ワークを繰り返し何度も行うことが大切です。


分野別の評価の観点

	観　　点
	第　1　分　野
	第　２　分　野

	· 自然への関心･意欲･態度

自然に対して関心を持ち、意欲的に探求するとともに、それらを生活とのかかわりで見ようとする。
・日常の行動記録、ノート、ワーク、定期テストで評価
	・物質やエネルギーに関する事物・現象に進んでかかわり、それらを科学的に探求するとともに、事象を人間生活とのかかわりでみようとする。
	・生物とそれを取り巻く自然の事物・現象に進んでかかわり、意欲的に探求する活動を通して、多様性や規則性を発見する方法を習得させる。

	· 科学的な思考・表現
自然の中に問題を見出し、目的意識をもって観察・実験を行い論理的、分析的総合的に考えて問題を解決する。
・授業の発表、定期テスト、レポートで評価
	・物理的な事物、現象についての観察、実験を行い、観察、実験技能を習得し、観察実験の結果を分析して解釈し、表現している。
	・生物とそれを取り巻く自然の中に問題を見出し、目的意識を持って観察、実験などを行い、自称や結果を分析して解釈し、表現している。

	○観察･実験の技能
観察・実験の基本操作を
 習得するとともに、自然
 を科学的に探求する方法
 を身につけ、それらの過
 程や結果から自らの考え
 を的確に表現する。
・観察・実験の技能、レポート、定期テストで評価
	・化学的な事物、現象についての観察、実験を行い、観察、実験技能を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結果の記録や整理など、事象を科学的に探求する技能の基礎を身につけている。
	・生物とそれを取り巻く自然に関する観察・実験の基本操作を習得するとともに、観察･実験の計画、実施、結果の記録・考察など、事象を科学的に探求する技能の基礎を身につけている。
・実験報告書の作成や発表を行う。

	· 自然事象についての知識・理解

・小テスト、定期テスト

自然についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身につけている。
で評価
	・実験や観察を通して、物質やエネルギーに関する事物・現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身につけている。
	・観察や実験などを通して、生物とそれを取り巻く自然に関する原理・法則や基本的な概念を理解し、知識を身につけている。
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1 観察・実験を始める前に、何を調べたいのか課題の把握をしましょう。

2 課題を解決するための観察・実験に真剣に取り組みましょう。

3 観察は自分の五感を十分に働かせ、気がついたことをありのまま記録しましょう。

4 実験での測定には誤差が生じますが、出来るだけ正確に測りましょう。

5 実験結果は表やグラフにし、それらの関係を一目で判断できるようにしましょう。

6 実験結果からデータを集め、データの処理、解釈を通して、自分の考えをまとめましょう。

〔第1分野〕

・物質の状態変化と体積、重さ

・融点と沸点　　・混合物の蒸留　　・いろいろな気体の発生とその性質　　・水溶液と溶質　

・物質の密度　・溶解度と再結晶　　・光の反射　　・光の屈折　　・凸レンズによる像のでき方　　
・物体の振動と音　　・空気の重さ　・力の大きさとばねののび

・気体の重さによる大気の圧力　
〔第２分野〕

・植物の野外観察　　・水中の小さな生物の観察　　・花、種子、茎、葉、根のつくりとはたらき
・種子をつくらない植物　・光合成の実験　　・植物の呼吸の実験　　
・火山噴出物（火山灰等）の観察　・火成岩の観察　　・地震のゆれの伝わり方の実習　　
・地層の重なり　　・堆積岩の観察　　・化石の種類 　・地層の変形
理科の目標
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観察や実験を行うにあたって





１学年で行う主な観察・実験
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